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＜課題意図＞
課題②では、課題①で作成したレビューと既往研究を参考に研究計画を設計します。論文は論理的に書かれた文章ですので、予め計画と仮説を設計し実施する事が極めて重要です。リサーチを行い、新規性のある結果・興味を持って貰えるような結果が得られたとしても、研究に有用な目的と論理性が無ければただの一調査の結果になってしまいます。当たり前のように聞こえるかもしれませんが、「研究目的が達成された場合それが何にとって有用な資料になり得るのか」「目的と結果の間に客観性と論理性はあるか」「既知の事から何が進んでいるのか」という視点を忘れないようにして下さい。課題①でも記述しましたが、このような論理的思考は論文に限った事ではなく作品制作の提案内容の構築含め様々な場面において応用可能である、という事を意識しながら課題を進めて下さい。

＜課題内容＞
まずは、論文の研究の背景と目的、位置付けを作成します。次に、研究目的を達成するための調査目的と調査方法を作成し、調査結果の分析方法を設計します。同時に、調査からどのような項目について考察が得られるか、どのような結果となり得るかの仮説を設計します。
＜何を記述する必要があるのか＞　＊レビューした論文を参考に進めること＊
①　研究背景と研究目的

論文の「１．はじめに」に当たります。選択したテーマに関する社会的背景・要求を記述しそれに対応するための研究であるという位置付けを記述します。
②　研究の位置付け

①と併せて記述される事もありますが、既往研究と比較して研究がどのような位置付けにあるのかを記述します。課題①で作成したレビューの中から主要な物について記述し、それらとの違いを記述します。(今回の演習では過剰には追及しないが、本来は非常に大切)
③　調査目的と調査方法

何を明らかにするために調査を行うのか。目的に応じてどのような調査を行うのか、対象地域・被験者・調査方法を記述する。アンケート調査なら、どこで誰にどんな内容(項目)を調査するのか。物理量調査なら、どこで何をどのように調査するのか。
④　分析手法
調査から得られたデータをどのように分析するのか記述します。単純集計・相関分析・因子分析・主成分分析・重回帰分析・数量化Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類、等が定番の多変量解析です。多変量解析については、個別の相談の中で概要を教える事はありますが、授業全体で一つ一つを解説はしませんので各自で勉強すること。多変量解析の本一冊で上の分析は大凡掲載されています。道具として使用出来る程度に理解しましょう。
⑤　仮説(考察出来ると推測される項目と内容)
分析によってどのような項目について考察が可能なのか、論理性から推測するとどのよう　な考察になり得るのか、と言った仮説を記述する。仮説が無いと分析をただ繰り返す事になる。また、論理性が無ければ数値としての客観性を主張出来ても、数の遊び・一事例の結果と捉えられる事もあるので注意しましょう。
＜課題要件と流れ＞
　・①～④までそれぞれ章としてA4用紙にまとめる。分量は自由。

　・地図やアンケート用紙がある場合は別途それぞれ目的に応じて作成。書式は問わない。
　・５月１７日(月)の１３時までに個人提出を完了する。

　　　　データ提出はコースツールから行う。

　　　　印刷物は研究室に持参。不在の場合はドアの前の箱に入れる。

　・個人で提出された物はオンラインで公開する。

　・１９日までにそれぞれ他の人の研究計画書を確認し、チームの希望を考えてくる。

　・２６日にチームとしての研究計画書を提出し、パワーポイントを用いて発表

＜スケジュール＞
　４月２８日(水)　発表＋出題
　５月１２日(水)　個別相談
　５月１７日(月)１３時　個別提出　＋　オンラインで公開するのでチーム決定の準備　
　５月１９日(水)　個別発表＋チーム決定
　５月２６日(水)　チーム毎に研究計画書の提出と発表(パワーポイント)
以降はチーム毎に演習を進めます。５月２６日以降は調査資料を作成し実際に調査を実施する事が課題になりますので、予めスケジュールの調整をして下さい。
建築都市リサーチ演習


課題②：研究計画の設計











